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                                    ４段階評価 ｜ ４：期待以上  ３：ほぼ期待通り  ２：やや期待を下回る  １：改善を要する  

 

学校経営 

ビジョン 

 

生きていることに感謝し、夢に挑戦する強い心をもち、夢の実現のためによりよきものを求める生徒を育成する。そのために、 

 ①「校時程の工夫による確かな学力の育成、ＩＣＴを活用した分かる授業の充実」 

 ②「命の大切さを知り、思いやりの心や感謝の心を育成する教育」 

 ③「体育的行事や放課後の運動などを通した体力づくり、安全教育と食育指導の充実」 

  に全職員で取り組み、生徒・保護者・地域から信頼される学校づくりを目指す。 
 

 

 

項
目 

 

本年度の重点目標と目標達成 

のための手段 

 

具体的な取組 

 

自己評価 
              

結果の考察・分析および改善策等 
項目 総合 

知
育 

１  ミニ授業やテスト対策への時間の工

夫。  

①  ミニ授業（朝自習）を計画的に行う。 ３．７ 

３．２ 

 １について 

 朝自習の時間を活用したミニ授業を、年間を通して計画的に実施

することができた。テスト対策については、各教科で計画、実践し、

授業以外に昼休みや放課後等の時間も活用して、個別のテスト対策

の指導を行うことができた。 

②  テスト対策の時間を有効に活用し、学力アップに取 
り組む。 

３．５ 

２  基礎・基本の定着と分かる授業の構 

築。 

③  校内ﾃｽﾄ 70 点以上の生徒の割合 70％を達成する。 ３．０ 

 ２について 

 本年度、２回行われた校内テストの平均点が 70 点以上の生徒の

割合は 69.4％であった。わずかではあるが、目標を達成することが

できなかったことを真摯に受け止め、今後も各種テストの分析を充

実させ、どのように授業に生かしていくべきかを共通理解していく

必要がある。 
④  テスト結果を分析し、改善するための工夫をする。 ３．０ 

３  ICT 機器の効果的活用。 ⑤  ICT 機器やデジタル教科書の効果的な活用を行う。 ３．０ 

 ３について 

 デジタル教科書については、全教科で有効活用を図ることができ

た。タブレット PC の有効活用のための研修を深めていきたい。 

 

４  個に応じた指導と家庭学習の充実。 

⑥  個に応じた授業や指導を行う。 ３．０ 

 ４について 

 個に応じた授業や指導については、昼休みや放課後などの授業以

外の時間を使って、継続して実施することができている。また、授

業で使うワークシートの工夫を図っている教科もある。家庭学習の

取組は、生徒、保護者の自己評価の平均が 2.9 と低く、家庭との連

携が必要である。 

⑦  自学ノート等に、課題を適時与えながら、家庭学習
の充実を図る。 

３．０ 

徳
育 

１ 道徳の時間等を活用した心の教育の

充実。 

① 「考え、議論する道徳」の授業を実践して、共によ
りよく生きようとする姿勢を養う。 

３．１ 

３．４ 

 １について 

 本中学校区ならではの「考え、議論する道徳」の授業づくりを、

小学校と協力ながらしっかりと確立していく必要がある。各種コン

クールや新聞への投稿等を積極的に継続することができ、生徒全員を

何らかのかたちで称賛する機会をもつことができた。 

②  各種コンクールや新聞への投稿等を積極的に継続す
ることで、自己肯定感を高める。 

３．６ 

２ 言語環境の整備と基本的生活習慣の

推進。 

③  思いやりのある言葉遣いで接し、率先してあいさつや 
声かけを行い、思いやりの心と感謝の心を育成する。 

３．４ 

 ２について 

 「思いやりのある言葉遣いができ、あいさつは自分から率先して

できたか」の問いに対する生徒の自己評価が 3.0 で、保護者の評価

が 2.9 とある程度の達成が得られた。しかし、キャリア教育と関連

付けながら、あいさつの意義について考えさせ、学校のみならず、

家庭や地域でも率先してあいさつができるように実践力を育ててい

く必要がある。 

④  校則や社会のルールを守らせる指導を行う。 ３．４ 

３ 地域と連携を図ったボランティア活

動の充実。 

⑤  清掃や行事の準備・片付け、高妻神社の清掃などへ
の積極的な取組を促し、「ふるさと愛」を育成する。 

３．６ 

 ３について 

 毎日の清掃や髙妻神社清掃では、積極的な取組が見られた。特に

高妻神社の清掃を、「ふるさと愛」の心の育成につなげていきたい。 

体
育 

１ 新体力テスト結果の把握と肥満度ゼ

ロ。 

①  体力向上プランに基づく授業・部活動を通して、体
力向上を図り、新体力テストの D 段階の割合１０％以
下、E 段階の割合０％を目指す。 

３．３ 

３．１ 

  １について 

 新体力テストにおけるＤ段階の割合が４％で、Ｅ段階の割合が０

％で目標を達成している。また、体力向上に対する生徒・保護者の

自己評価は、3.3，3.6 と高い評価であった。しかし、全校生徒に対

する肥満の割合は 12％であり、今後も自己の健康維持に対する関心

を高めさせる指導や個別のアプローチを継続させていくことが必要

である。 

②  自己の健康維持に対する関心を高めさせる指導を行
い、肥満度ゼロを目指す。 

２．８ 

２  むし歯の治療率 100％、給食残食ゼ

ロ、朝食欠食ゼロ。 

③  家庭と連携しながら、健康や食への意識高揚を図り、

むし歯の治療率 100％、給食残食ゼロ、朝食欠食ゼロ
を目指す。 

３．６ 

 ２について 

 むし歯の治療率 100％、給食残食ゼロを達成することができた。

しかし、朝食欠食者の割合は全体の 4％であり、家庭と連携を図りな

がら継続して指導していきたい。 

３ 立腰による精神バランス感覚の向

上。 

④ 立腰の意義の理解を図り、様々な場面での実践を推
進する。 

２．９ 

３について 

本年度は、全校生徒に対する十分な立腰の指導の機会を設定する

ことができなかった。指導の充実を図っていく必要がある。 

食
育 

１ 日々の安全指導の充実と命を大切に

する教育の推進。 

①  安全点検を計画的に実施し、危険箇所を常に確認
し、生徒・教職員共に常在危機の意識を高める。 

３．１ 

３．４ 

１について 

校内安全点検を毎月実施し、修繕できるところはその都度直し、

修繕箇所によっては市教委に働きかけている。いのちを大切にする

教育については、年度当初の計画通り、７月と１２月に「いのち」

や「いじめ」をテーマとした道徳の授業を実施した。また、「紙屋

中学校いじめ追放宣言」を校内に掲示し、朝の会で唱和する等の取

組を継続している。 

② いのちを大切にする教育を推進し、生きることの意義
や尊さ、すばらしさを育成する。 

３．３ 

２ 年３回の弁当の日の充実と食育の推

進。 

③ 弁当の日を積極的に推進し、食育への関心を高め
る。 

３．７ 

 ２について 

 今年度は、新型コロナの影響で１度しか実施できていないが、事

前の学習も含めて、全校生徒がしっかりと取り組めている。 

３ 田植え・稲刈り体験を通し、『食』へ

の感謝の気持ちの育成。 

④  地域の方と連携した「収穫」の喜びを味わわせる取 
組を行い、食への感謝の気持ちを育む。   

３．４ 

 ３について 

 米作りや餅つき会では、地域コーディネーターを中心に多くの保

護者に支援していただいた。今後も収穫の喜びと同時に、食への感

謝の気持ちを育てる取組を継続させていきたい。 

そ
の
他 

１ 家庭・地域との連携・協働。 

①  学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、学校だより、学級通信、各係からの
連絡、新聞への投稿等を通して、家庭や地域への周知、
理解を深めるための発信を行う。 

３．７ 

３．４ 

 １について 

 毎週発行の学級通信や毎月発行の「学校だより」と「ほけんだよ

り」等、年間を通して、家庭や地域への周知、理解を深めるための

発信を継続して行うことができた。学校のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞも随時更新する

ことができ、作文や詩、俳句、短歌等の生徒作品が、４月からこれ

までの新聞に 38 回掲載された。保護者との連携については、「保

護者として、参観日や学校行事などに積極的に参加しましたか」の

問いに対する保護者の自己評価の結果は 3.4 と高く、学校行事等へ

の保護者や地域の方々の協力がとても積極的であった。地域人材の

活用については、「地域と連携した行事(田植え・収穫、神社清掃な

ど)に積極的に取り組んだか」の問いに対する生徒たちの自己評価が

3.8 と非常に高く、教育的効果も期待できると考えるので、今後も

積極的活用を推進していきたい。 

②  ＰＴＡ活動や参観日を通して、保護者との信頼関係
を築く。 

３．１ 

③ 家庭訪問や教育相談を適時行い、家庭との連携を深
める。 

３．１ 

④  授業や行事などで地域人材を生かした教育を行う。 ３．３ 

２ 働き方改革の推進。 
⑤ 勤務時間を自己管理して、長時間勤務の是正と教育
活動の質の向上を図る。  

３．６ 

 ２について 

 働き方改革については、家庭や地域への理解を一層深めるととも

に、効率的な職務の遂行や会議・行事等の精選を図っていきたい。 

 

次年度の 

方向性に 

ついての 

校長所見 

【知 育】 校外テストや各種検定試験等の結果を見る限りでは、学力の向上している生徒の割合が多いようである。しかし、その反面、個別の指導を必要としている生徒も在籍しているので、生徒一人一人の実態に即した

指導の機会を増やしていけるように努めていきたい。また、GIGA スクール構想の実現に向けて、本校でも校内の情報化推進チームを設置し、タブレット PC や ICT 機器活用の更なる推進を目指していきたい。 

【徳 育】 次年度の小林市小中一貫教育推進モデル校委託事業（徳育）の研究公開に向けて、小学校や家庭・地域との連携を更に深めながら徳育分野の教育の充実を図っていきたい。特に、「考え、議論する道徳」の授業

づくり、実践力につながる取組、評価の方法、家庭との連携についての研究を深めていきたい。 

【体 育】 体力向上に向けての取組や、健やかな体の育成への取組（治療受診の必要な人の病院受診・危険な行動や、危ない場所での遊び）については、指導を充実させることができたと考える。また、全ての生徒が、給

食は好き嫌いせずに残さず食べ、残菜０を年間通して達成することができた。しかし、自力登校や自己の健康維持への関心、立腰の実践については課題も残った。次年度は、この反省を踏まえて、年間を通して指導

の充実を図っていくようにしたい。 

【食 育】 いのちを大切にする教育や弁当の日を通した食育への関心を高める指導について、計画通り推進することができた。また、米作りや餅つき会の取組、給食感謝週間を通して、食への感謝の心を育むことができた。

日々の安全指導については、安全点検を充実させることによって、生徒・教職員共に常在危機の意識の高揚を図っていけるように努めていきたい。 

【その他】 信頼される学校づくりを目指して、家庭や地域との連携・協働を推進していくための教育活動の活性化を図っていきたい。そのために、次年度も、学級通信や「学校だより」、生徒作品の新聞投稿等を通して、

家庭や地域に学校の取組を知ってもらうための情報発信に努めたい。地域行事への積極的参加や地域の紙屋一徳まちづくり協議会と連携した地域防災訓練等については、本年度、新型コロナの影響で

実施することのできなかったが、次年度以降も継続させていきたい。  
 


